
(57)【要約】

【課題】　足を暖めるだけでなく、低線量放射線による

放射線ホルミシス効果や、遠赤外線による保温効果、マ

イナスイオンによる休息効果なども得られる足温器を提

供する。

【解決手段】　足を載せる表層部１と、この表層部１を

所要の温度に温める温熱部２と、を備えた足温器Ｓにお

いて、表層部１の少なくとも表面側に、低線量放射線と

遠赤外線とマイナスイオンを放出する機能性天然石の１

種又は２種以上を含む石材を用いた構成とする。また、

前記石材に換えて、あるいは、前記石材と共に、表層部

１の表面側に、低線量放射線と遠赤外線とマイナスイオ

ンを放出する放射性鉱物の粉末を含有させたタイル、ガ

ラス、金属、繊維の何れかの素材を用いた構成としても

良い。

【選択図】　図１
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【 実 用 新 案 登 録 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 足 を 載 せ る 表 層 部 と 、 こ の 表 層 部 を 所 要 の 温 度 に 温 め る 温 熱 部 と 、 を 備 え た 足 温 器 に お
い て 、 前 記 表 層 部 の 少 な く と も 表 面 側 に 、 低 線 量 放 射 線 と 遠 赤 外 線 と マ イ ナ ス イ オ ン を 放
出 す る 機 能 性 天 然 石 の １ 種 又 は ２ 種 以 上 を 含 む 石 材 を 用 い た こ と を 特 徴 と す る 足 温 器 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 表 層 部 の 表 面 側 に 、 前 記 石 材 に 換 え て 、 あ る い は 、 前 記 石 材 と 共 に 、 低 線 量 放 射 線
と 遠 赤 外 線 と マ イ ナ ス イ オ ン を 放 出 す る 放 射 性 鉱 物 の 粉 末 を 含 有 さ せ た タ イ ル 、 ガ ラ ス 、
金 属 、 繊 維 の 何 れ か の 素 材 を 用 い た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 足 温 器 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 温 熱 部 と し て 、 ２ 枚 の 絶 縁 防 水 保 護 層 の 間 に 、 均 熱 板 と 、 電 極 箔 を 挟 み 込 ん だ 構 成
の 面 状 発 熱 体 を 用 い た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 又 は ２ 記 載 の 足 温 器 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 表 層 部 と 前 記 温 熱 部 の 間 に 、 衝 撃 吸 収 用 の 保 護 シ ー ト を 設 け た こ と を 特 徴 と す る 請
求 項 １ ～ ３ の 何 れ か に 記 載 の 足 温 器 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 温 熱 部 の 下 方 に 、 断 熱 材 を 設 け た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ ４ の 何 れ か に 記 載 の
足 温 器 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 表 層 部 の 外 周 に 、 樹 脂 製 又 は 木 製 の 枠 部 材 を 設 け た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ ５
の 何 れ か に 記 載 の 足 温 器 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 温 熱 部 と 前 記 断 熱 材 の 外 側 を 覆 う よ う に 、 防 水 シ ー ト を 設 け た こ と を 特 徴 と す る 請
求 項 １ ～ ６ の 何 れ か に 記 載 の 足 温 器 。
【 考 案 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 考 案 は 、 足 を 暖 め る だ け で な く 、 低 線 量 放 射 線 に よ る 放 射 線 ホ ル ミ シ ス 効 果 や 、 遠 赤
外 線 に よ る 保 温 効 果 、 マ イ ナ ス イ オ ン に よ る 休 息 効 果 な ど も 得 ら れ る 足 温 器 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 よ り 、 足 を 載 せ る 表 層 部 と そ の 表 層 部 を 所 要 の 温 度 に 温 め る 温 熱 部 と を 備 え 、 机 な
ど の 足 元 に 置 い て 表 層 部 の 上 に 足 を 載 せ る こ と に よ り 、 足 元 を 暖 め る 足 温 器 が 利 用 さ れ て
い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 例 え ば 、 実 開 昭 ６ ２ － ８ ４ ４ １ ９ 号 公 報 に は 、 温 熱 部 と し て 、 梯 子 型 の 発 熱 回 路 を 有 す
る 面 状 発 熱 体 を 用 い る と と も に 、 そ の 面 状 発 熱 体 の 表 面 及 び 裏 面 に 、 合 板 、 単 板 、 パ ー チ
ク ル ボ ー ド 、 ハ ー ド ボ ー ド 、 木 質 複 合 材 な ど の 木 質 板 体 を 積 層 し た 構 成 の 足 温 パ ネ ル が 開
示 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 昨 今 で は 、 夏 場 に お い て も 冷 房 に よ る 冷 え 性 の 悩 み を 抱 え る 人 が 増 え て い る が 、 上 記 の
よ う な 構 成 の 足 温 パ ネ ル は 、 薄 型 で 嵩 張 ら な い た め 、 例 え ば オ フ ィ ス な ど に お い て も 利 用
さ れ て い る 。
【 考 案 の 開 示 】
【 考 案 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 と こ ろ で 、 「 冷 え 性 」 と は 、 一 般 に 、 気 温 の 低 い 場 所 に 長 時 間 座 っ て い た り 、 冷 た い も
の を 食 べ た り 飲 ん だ り し て 、 体 外 又 は 体 内 か ら 体 が 冷 や さ れ た と き に 、 毛 細 血 管 や 抹 消 血
管 が 収 縮 を 起 こ す こ と に よ っ て 血 液 の 循 環 が 悪 く な り 、 血 行 不 良 を 起 こ す 症 状 を い う が 、
冷 え 性 に な り や す い 人 は 、 生 活 習 慣 や 食 生 活 の 乱 れ な ど に 起 因 し て 自 律 神 経 の 機 能 が 低 下
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し て い る 場 合 が 多 い 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 と こ ろ が 、 上 記 し た 従 来 の 足 温 器 は 、 温 熱 部 に よ っ て 例 え ば ４ ０ ～ ４ ２ ℃ に 暖 め ら れ た
表 層 部 の 上 に 足 を 載 せ る こ と に よ り 、 一 時 的 に 足 元 を 暖 め る 効 果 は 得 ら れ る も の の 、 人 の
免 疫 機 能 や 自 律 神 経 機 能 を 活 性 化 し て 血 行 を 良 く す る と い っ た 人 体 に 有 益 な 刺 激 促 進 的 作
用 に つ い て は 得 る こ と が で き な い と い う 問 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 考 案 は 、 か か る 従 来 の 問 題 点 を 解 決 す る た め に な さ れ た も の で あ っ て 、 低 線 量 放 射 線
に よ る 放 射 線 ホ ル ミ シ ス 効 果 に よ っ て 新 陳 代 謝 を 高 め て 血 行 を 良 く す る と と も に 、 マ イ ナ
ス イ オ ン に よ る 休 息 効 果 も 得 ら れ 、 さ ら に 遠 赤 外 線 に よ る 保 温 効 果 も 得 ら れ る 足 温 器 を 提
供 す る こ と を 目 的 と し て い る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 上 記 の 目 的 を 達 成 す る た め に 、 本 考 案 の 足 温 器 は 、
　 足 を 載 せ る 表 層 部 と 、 こ の 表 層 部 を 所 要 の 温 度 に 温 め る 温 熱 部 と 、 を 備 え た 足 温 器 に お
い て 、 前 記 表 層 部 の 少 な く と も 表 面 側 に 、 低 線 量 放 射 線 と 遠 赤 外 線 と マ イ ナ ス イ オ ン を 放
出 す る 機 能 性 天 然 石 の １ 種 又 は ２ 種 以 上 を 含 む 石 材 を 用 い た こ と を 、 最 も 主 要 な 特 徴 と す
る 。
【 考 案 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 考 案 に よ れ ば 、 表 層 部 に 用 い る 石 材 か ら 低 線 量 放 射 線 と 遠 赤 外 線 と マ イ ナ ス イ オ ン を
放 出 さ れ る た め 、 足 裏 の つ ぼ を 刺 激 し つ つ 、 低 線 量 放 射 線 に よ る 放 射 線 ホ ル ミ シ ス 効 果 に
よ っ て 人 の 免 疫 機 能 や 自 律 神 経 機 能 を 活 性 化 し て 血 行 を 良 く す る こ と が で き る 上 、 マ イ ナ
ス イ オ ン 効 果 に よ っ て 休 息 感 を 得 る こ と も で き 、 さ ら に 遠 赤 外 線 に よ る 保 温 効 果 も 得 ら れ
る 。
【 考 案 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 考 案 の 足 温 器 は 、 足 を 載 せ る 表 層 部 と 、 こ の 表 層 部 を 所 要 の 温 度 に 温 め る 温 熱 部 と 、
を 備 え た 足 温 器 に お い て 、 前 記 表 層 部 の 少 な く と も 表 面 側 に 、 低 線 量 放 射 線 と 遠 赤 外 線 と
マ イ ナ ス イ オ ン を 放 出 す る 機 能 性 天 然 石 の １ 種 又 は ２ 種 以 上 を 含 む 石 材 を 用 い た 構 成 で あ
る （ 本 考 案 の 第 １ の 構 成 ） 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 一 般 に 、 低 線 量 の 放 射 線 は 、 人 の 免 疫 機 能 な ど を 活 性 化 し 、 自 然 治 癒 力 、 新 陳 代 謝 を 高
め て 健 康 増 進 に 効 果 が あ る と い わ れ て い る 。 す な わ ち 、 高 線 量 の 放 射 線 が 人 体 に 悪 影 響 を
及 ぼ す こ と は 周 知 の 通 り で あ る が 、 例 え ば 、 ラ ド ン 、 ラ ジ ウ ム 等 の 天 然 放 射 性 物 質 を 含 む
温 泉 に は 、 リ ュ ー マ チ 等 の 老 人 性 の 病 気 を 治 癒 す る 効 能 が あ る よ う に 、 低 線 量 の 放 射 線 に
は 、 人 体 に 有 益 な 刺 激 促 進 的 作 用 （ 「 放 射 線 ホ ル ミ シ ス 効 果 」 （ Radiation hormesis） と
も い う 。 ） が あ る こ と が 報 告 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 そ し て 、 本 考 案 者 は 、 低 線 量 放 射 線 に よ る 放 射 線 ホ ル ミ シ ス 効 果 は 、 生 活 習 慣 や 食 生 活
の 乱 れ な ど に よ っ て 自 律 神 経 の 機 能 が 低 下 し て い る こ と に 起 因 す る 冷 え 性 の 悩 み に 対 し て
も 極 め て 有 効 で あ り 、 か つ 、 機 能 天 然 石 か ら 放 出 さ れ る 遠 赤 外 線 に よ っ て 保 温 効 果 も 良 好
と な る こ と に 着 目 し 、 本 考 案 を 完 成 さ せ た 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 ま た 、 空 気 中 に 、 放 電 、 強 い 光 線 、 放 射 線 等 の エ ネ ル ギ ー が 放 射 さ れ る と 、 そ の 周 囲 に
気 体 イ オ ン が 発 生 す る こ と が 知 ら れ て い る 。 気 体 イ オ ン は プ ラ ス イ オ ン と マ イ ナ ス イ オ ン
が あ る が 、 こ の う ち マ イ ナ ス イ オ ン は 人 の 気 を 静 め 、 休 息 さ せ る 効 果 の あ る こ と が 報 告 さ
れ て い る 。 前 述 し た 低 線 量 放 射 線 を 放 射 す る 放 射 性 物 質 も 、 マ イ ナ ス イ オ ン を 発 生 さ せ る
物 質 の 一 つ で あ る た め 、 本 考 案 に よ れ ば 、 マ イ ナ ス イ オ ン に よ る 休 息 効 果 も 得 る こ と が で
き る 。
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【 ０ ０ １ ４ 】
　 本 考 案 の 第 １ の 構 成 に お い て 使 用 す る 「 機 能 性 天 然 石 」 の 一 例 と し て は 、 例 え ば 、 麦 飯
石 、 天 寿 石 、 貴 陽 石 、 真 玉 石 、 ト ル マ リ ン 鉱 石 な ど を 挙 げ る こ と が で き る 。 機 能 性 天 然 石
は 、 酸 化 鉄 、 酸 化 ア ル ミ ニ ウ ム 、 酸 化 カ ル シ ウ ム 、 酸 化 マ グ ネ シ ウ ム 、 酸 化 ナ ト リ ウ ム 、
酸 化 カ リ ウ ム 、 酸 化 マ ン ガ ン 、 酸 化 ホ ウ 素 、 酸 化 ク ロ ム 、 酸 化 ジ ル コ ニ ウ ム な ど の 成 分 を
有 す る 天 然 石 で あ る 。 機 能 性 天 然 石 は 、 表 層 部 全 体 に 使 用 し て も 良 い が 、 表 層 部 の 内 、 少
な く と も 表 面 側 だ け に 露 出 さ せ る よ う に し て も 良 い 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 ま た 、 本 考 案 は 、 表 層 部 の 表 面 側 に 、 石 材 に 換 え て 、 あ る い は 、 石 材 と 共 に 、 低 線 量 放
射 線 と 遠 赤 外 線 と マ イ ナ ス イ オ ン を 放 出 す る 放 射 性 鉱 物 の 粉 末 を 含 有 さ せ た タ イ ル 、 ガ ラ
ス 、 金 属 、 繊 維 の 何 れ か の 素 材 を 用 い た 構 成 で あ っ て も 良 い （ 本 考 案 の 第 ２ の 構 成 ） 。 こ
こ で 、 例 え ば 、 タ イ ル を 用 い る 場 合 は 、 二 酸 化 珪 素 な ど を 主 原 料 と す る タ イ ル 素 材 に 、 低
線 量 放 射 線 と 遠 赤 外 線 と マ イ ナ ス イ オ ン を 放 出 す る 放 射 性 鉱 物 の 粉 末 を 練 り 込 ん だ 後 、 ８
０ ０ ℃ の 温 度 で 焼 成 し た も の を 用 い て も 良 い し 、 放 射 性 鉱 物 の 粉 末 を 練 り 込 ん だ 骨 材 や セ
メ ン ト を 固 め た 構 成 の も の で あ っ て も 良 い 。 何 れ の 場 合 に お い て も 、 前 述 し た 第 １ の 構 成
と 同 様 の 効 果 が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 ま た 、 本 考 案 で は 、 温 熱 部 に 使 用 す る 熱 源 は 特 に 限 定 さ れ ず 、 温 水 を 循 環 さ せ る 温 水 ヒ
ー タ や 、 ニ ク ロ ム 線 を 利 用 し た ヒ ー タ 、 使 い 捨 て カ イ ロ な ど を 使 用 し て も 良 い 。 し か し 、
よ り 望 ま し く は 、 ２ 枚 の 絶 縁 防 水 保 護 層 の 間 に 、 均 熱 板 と 、 電 極 箔 を 挟 み 込 ん だ 構 成 の 面
状 発 熱 体 を 用 い る こ と が 好 ま し い （ 本 考 案 の 第 ３ の 構 成 ） 。 こ の よ う に す れ ば 、 大 掛 か り
な 構 成 が 不 要 で 、 し か も 嵩 張 ら な い た め 、 オ フ ィ ス の 事 務 机 の 足 元 な ど に も 設 置 し 易 く な
る 上 、 両 面 が 絶 縁 防 水 保 護 層 で 構 成 さ れ て い る た め 、 耐 久 性 の 面 で も 優 れ て い る か ら で あ
る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 ま た 、 本 考 案 で は 、 表 層 部 と 温 熱 部 の 間 に 、 衝 撃 吸 収 用 の 保 護 シ ー ト を 設 け る 方 が 望 ま
し い （ 本 考 案 の 第 ４ の 構 成 ） 。 表 層 部 の 上 に は 足 を 載 せ た と き の 衝 撃 を 吸 収 し て 、 温 熱 部
の 熱 源 を 保 護 す る 方 が 良 い か ら で あ る 。 な お 、 保 護 シ ー ト の 厚 み は ０ ． ５ ｍ ｍ ～ １ ． ０ ｍ
ｍ の 範 囲 と し 、 素 材 は シ リ コ ン 、 ゴ ム 、 樹 脂 な ど を 用 い る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 ま た 、 本 考 案 で は 、 温 熱 部 の 下 方 に は 、 断 熱 材 を 設 け る 方 が 望 ま し い （ 本 考 案 の 第 ５ の
構 成 ） 。 こ の よ う に す れ ば 、 熱 が 床 側 に 逃 げ ず 、 表 層 部 を 効 率 的 に 暖 め る こ と が で き る か
ら で あ る 。 な お 、 断 熱 材 の 厚 み は １ ｃ ｍ ～ ５ ｃ ｍ の 範 囲 と し 、 素 材 は 、 発 砲 ウ レ タ ン 、 発
砲 ポ リ ス チ ロ ー ル 、 ガ ラ ス ウ ー ル 等 を 使 用 す る こ と が で き る 。 ま た 、 こ れ ら の 素 材 だ と 強
度 が 不 足 す る 場 合 は 、 硬 質 ス チ ロ ー ル を 使 用 す る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 ま た 、 本 考 案 で は 、 表 層 部 の 外 周 に 、 樹 脂 製 又 は 木 製 の 枠 部 材 を 設 け る 方 が 望 ま し い （
本 考 案 の 第 ６ の 構 成 ） 。 こ の よ う に す れ ば 、 表 層 部 の 角 の 部 分 が 枠 部 材 に よ っ て 衝 撃 か ら
保 護 さ れ る か ら で あ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 ま た 、 本 考 案 で は 、 温 熱 部 と 断 熱 材 の 外 側 を 覆 う よ う に 、 防 水 シ ー ト を 設 け て も 良 い （
本 考 案 の 第 ７ の 構 成 ） 。 こ の よ う に す れ ば 、 不 注 意 に よ っ て 足 温 器 の 上 に 水 を こ ぼ し た 場
合 で も 、 温 熱 部 の 機 器 が 保 護 さ れ る か ら で あ る 。
【 実 施 例 】
【 ０ ０ ２ １ 】
　 以 下 、 本 考 案 の 足 温 器 の 実 施 例 を 、 添 付 図 面 に 基 づ い て さ ら に 詳 細 に 説 明 す る 。 図 １ は
実 施 例 の 足 温 器 Ｓ の 全 体 構 成 を 示 し た 説 明 図 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 本 考 案 の 足 温 器 Ｓ は 、 そ の 上 面 に 足 を 載 せ る 表 層 部 １ と 、 後 述 す る 面 状 発 熱 体 か ら な り
表 層 部 １ を 例 え ば ４ ０ ～ ４ ３ ℃ の 温 度 に 温 め る 温 熱 部 ２ と を 備 え て い る 。 ４ は 、 断 熱 材 で
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あ り 、 温 熱 部 ２ と 床 面 と の 間 に 設 け ら れ 、 熱 が 下 方 に 逃 げ な い よ う に し て い る 。 利 用 者 が
足 を 載 せ る 表 層 部 １ と 温 熱 部 ２ の 間 に は 、 足 を 載 せ た 際 の 衝 撃 を 吸 収 す る た め に ゴ ム 素 材
か ら な る 保 護 シ ー ト ３ が 設 け ら れ て い る 。 表 層 部 １ 、 温 熱 部 ２ 、 保 護 シ ー ト ３ 、 断 熱 材 ４
の 各 外 周 に は 、 ３ ０ ｃ ｍ × ３ ０ ｃ ｍ の サ イ ズ の 樹 脂 製 の 枠 部 材 ５ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 表 層 部 １ は 、 低 線 量 放 射 線 と 遠 赤 外 線 と マ イ ナ ス イ オ ン を 放 出 す る 放 射 性 鉱 物 の 粉 末 を
含 有 さ せ て 焼 成 し た タ イ ル を 使 用 し 、 そ の 表 面 側 に 、 貴 陽 石 、 真 玉 石 な ど の 機 能 性 天 然 石
を 露 出 さ せ て い る 。 こ の よ う に 、 本 考 案 で は 、 表 層 部 １ に 低 線 量 放 射 線 と 遠 赤 外 線 と マ イ
ナ ス イ オ ン を 放 出 す る タ イ ル と 石 材 を 併 用 し た の で 、 足 裏 の つ ぼ を 刺 激 し つ つ 、 放 射 線 ホ
ル ミ シ ス 効 果 に よ っ て 人 の 免 疫 機 能 や 自 律 神 経 機 能 を 活 性 化 し て 血 行 を 良 く す る 効 果 が 得
ら れ る 。 ま た 、 本 考 案 に よ れ ば 、 足 を 暖 め つ つ マ イ ナ ス イ オ ン に よ る 休 息 効 果 も 得 ら れ る
上 、 遠 赤 外 線 の 放 射 に よ っ て 保 温 効 果 も 良 好 と な る の で 、 好 適 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 図 ２ は 、 本 考 案 の 足 温 器 Ｓ を 上 方 か ら 見 た 平 面 図 で あ り 、 想 像 線 Ｆ は 、 利 用 者 が 足 を 載
せ る 位 置 を 表 し て い る 。 図 ３ は 、 図 １ の 中 央 付 近 の 縦 断 面 図 で あ り 、 枠 部 材 ５ の 内 側 に 、
上 か ら 順 に 表 層 部 １ 、 温 熱 部 ２ 、 保 護 シ ー ト ３ 、 断 熱 材 ４ が 設 け ら れ て い る 構 成 を 示 し て
い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 図 ４ は 、 図 １ の 温 熱 層 ２ に 用 い る ヒ ー タ ー の 構 成 を 説 明 す る 図 で あ る 。 本 実 施 例 で は 、
ヒ ー タ ー と し て 、 ２ 枚 の 絶 縁 防 水 保 護 層 ２ ０ ａ の 間 に 、 ア ル ミ テ ー プ か ら な る 均 熱 板 ２ ０
ｂ と 、 電 極 箔 ２ ０ ｃ を 挟 み 込 ん だ 構 成 の 面 状 発 熱 体 ２ ０ を 用 い て い る 。 こ の よ う な 構 成 の
面 状 発 熱 体 ２ ０ を 使 用 す れ ば 、 ヒ ー タ ー の 厚 み を １ ｃ ｍ 程 度 に で き る の で 、 厚 み が 嵩 張 ら
ず 、 オ フ ィ ス の 事 務 机 の 足 元 に も 違 和 感 な く 設 置 で き る 。 ま た 、 両 面 が 絶 縁 防 水 保 護 層 ２
０ ａ で 覆 わ れ て お り 、 耐 久 性 の 面 で も 優 れ て い る の で 、 好 適 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 な お 、 万 一 、 足 温 器 の 上 に 水 を こ ぼ し た 場 合 な ど の た め に 防 水 性 を 確 保 す る に は 、 図 ５
に 示 す よ う に 、 温 熱 部 ２ と 断 熱 材 ４ の 外 側 全 周 を 覆 う よ う に 、 防 水 シ ー ト ７ を 設 け た 構 成
と し て も 良 い 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 以 上 説 明 し た よ う に 、 本 考 案 の 足 温 器 に よ れ ば 、 表 層 部 に 用 い る 石 材 か ら 低 線 量 放 射 線
と 遠 赤 外 線 と マ イ ナ ス イ オ ン が 放 出 さ れ る た め 、 足 裏 の つ ぼ を 刺 激 し つ つ 、 低 線 量 放 射 線
に よ る 放 射 線 ホ ル ミ シ ス 効 果 に よ っ て 人 の 免 疫 機 能 や 自 律 神 経 機 能 を 活 性 化 し て 血 行 を 良
く す る こ と が で き る 上 、 マ イ ナ ス イ オ ン 効 果 に よ っ て 休 息 感 を 得 る こ と が で き 、 さ ら に 遠
赤 外 線 に よ っ て 足 を 温 め る 保 温 効 果 も 良 好 と な る 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 な お 、 実 施 例 で は 、 事 務 机 の 足 元 に 置 く の に 適 し た サ イ ズ の 足 温 器 を 開 示 し た が 、 本 考
案 の 足 温 器 は 、 例 え ば 、 飲 食 店 な ど で 利 用 さ れ て い る 掘 り ご た つ 形 式 の 長 テ ー ブ ル の 足 元
に 設 置 す る の に 適 し た サ イ ズ の 足 温 器 と し て 構 成 す る こ と も で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ９ 】
【 図 １ 】 本 考 案 の 足 温 器 の 全 体 構 成 を 表 し た 説 明 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ の 本 考 案 の 足 温 器 の 平 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 １ の 本 考 案 の 足 温 器 の 中 央 付 近 縦 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 温 熱 層 に 用 い る 面 状 発 熱 体 の 構 成 を 説 明 す る 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 防 水 シ ー ト を 用 い る 場 合 の 説 明 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 Ｓ 　 足 温 器
　 １ 　 表 層 部
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　 ２ 　 温 熱 部
　 ３ 　 保 護 シ ー ト
　 ４ 　 断 熱 材
　 ５ 　 枠 部 材
　 ７ 　 防 水 シ ー ト
　 ２ ０ 　 面 状 発 熱 体
　 ２ ０ ａ 　 絶 縁 防 水 保 護 層
　 ２ ０ ｂ 　 均 熱 板
　 ２ ０ ｃ 　 電 極 箔
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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【 図 ４ 】 【 図 ５ 】
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